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教科書の持ち込み	不可，答案用紙：両面１枚，計算用紙	１枚

（注意：解答に際して自分で導入した物理量は，その定義を明確に述べてから用いること．どの問題から解答してもよいが，問題番

号を明記すること．）

１．質量が����� である２質点が互いに力を及ぼしあっているとする。外力は作用していない。この２

質点に対し、ニュートンの運動の法則にもとづいて

��� 運動量保存則を導け。

��� 角運動量保存則を導け。

２．質量ｍの質点が原点から距離の２乗に反比例する引力（大きさを ���� とする）を受けて、半径が�

の円運動をしているとき、この質点の全エネルギーを求めよ。ただし、位置エネルギーは � ��のとき

に０になるようにとる。

３．周期 � で１次元の単振動をしている質量�の質点がある。この質点に � �	� � �� ���
�	で表され

る周期的な外力を加えた。質点の変位 ��	�を求めよ。

４．時刻 	 � 	において半径 �、質量� の剛体とみなせる円板に、並進速度 
� を右方向に、回転角速

度 
� を左回りに与えて、まさつのある水平面上での運動を観測した。すると、円板はすべりながら回転

しつつ右方向の並進速度 
 を減速させていき、時刻 	� に 
 � 	になった。その後左方向にすべりなが

ら回転しつつ進みはじめ、時刻 	� にすべりが止まり、以後は一定速度 
� で転がりつづけた。円板と水

平面とのすべり摩擦係数を �として、次の問いに答えよ。

��� 	� を求めよ。また、そのときの回転の角速度 
� を求めよ。

��� 	� を求めよ。また、そのときの並進速度 
� を求めよ。


